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令
和
７
年
最
初
の
議
会
だ
よ
り
で
す
。編
集
の
都

合
に
よ
り
、１
カ
月
遅
れ
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
市
民
の
皆
さ

ま
、大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

３
月
を
迎
え
、
令
和
６
年
度
の
終
わ
り
の
月
と
い

う
こ
と
で
、卒
園
・
卒
業
な
ど
の
締
め
く
く
り
、ま
た

新
た
な
生
活
に
向
け
て
忙
し
く
過
ご
さ
れ
て
い
る
方

も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
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夢
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希
望
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向
か
っ
て
頑
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っ
て
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だ
さ
い
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事
に
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あ
る
よ
う
に
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江
津
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議
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日
々
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え
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員
定
数
に
つ
い
て
の
議

論
、
地
域
医
療
を
支
え
る
輪
を
広
げ
る
仕
組
み
づ
く

り
に
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り
組
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
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ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
・
様
々
な
思
い

を
反
映
さ
せ
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べ
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ん
で
い
ま
す
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今
後
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経
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会
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り
で
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し
て
ま
い
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ま
す
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手
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介
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市
議
会
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よ
り
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こ
ち
ら
か
ら

ごうつ

2025.3
No.162 校内合唱コンクールを終えて（江津中学校3年生）

未稿

請
願
・
陳
情
締
切
／
２
月
19
日
正
午
ま
で

次
回
３
月
定
例
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　10月11日、本市と自治体間連携協定を締結している鹿児島県東串良町から
10人の町議会議員を含む皆さまが来江されました。この協定は地域課題を解決
するため、他自治体と連携し地域交流の活性化を目指し、それぞれの資源や機能
などの活用を図りながら、幅広い分野で相互に連携協力するものです。
　その一環として、石見神楽を見ていただこうと視察の日程に江津市議会との懇
親会を組み入れ、
江津高校神楽部の
皆さんに『塵輪』を
披露していただきま
した。
　帰郷後に田之畑
議長が短歌を詠ま
れ、東串良町の11
月広報に掲載され
ました。

神楽がつなぐ東串良町と江津市の交流

訪
ね
た
る
江
津
の
里
に

　
　
　
　
　
　
神
楽
あ
り

　
　
繋
ぐ
神
話
を
若
者
が
舞
う

　
　
　
　
　
　
　
田
之
畑
　
稔

ひがし   くし      ら     ちょう

委員会
（議会運営）
15:00～

本会議
10:00～

本会議
14:00～

情報交換会
9:30～

2/16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 3/1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

日 月 火 水 木 金 土

委員会
（議会運営）
9:30～

全員協議会
9:30～

委員会
（総務民生）
9:30～

委員会
（建設経済）
9:30～

委員会
（予算決算）
9:30～

委員会
（予算決算）
9:30～

委員会
（予算決算）
9:30～

議員連絡会
9:30～

本会議
（一般質問）
10:00～

本会議
（一般質問）
10:00～

※開始時間は予定です。
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令和6年度  一般会計補正予算（第4号）
令和6年第4回定例会

10月27日に行われた衆議院議員総選挙における執行経費
を計上。

承認承認

令和３年度の被害を基準とした理由は。問
委員質疑

都市下水路管理
渡津10号都市下水路排水ポンプ設置工事

8000万円

樋門を締めた状態での内水被害の軽減に向
けた検討において妥当と判断。

答

10月9日　専決処分

予算額 2042万円（補正後総額181億6959万円）

承認承認

予算額 5902万円（補正後総額182億2861万円）

令和6年度  一般会計補正予算（第5号）
11月15日　専決処分

11月１日から2日に発生した大雨災害による農地や農林業
施設、公共土木施設復旧費などを計上。

予算額 5億9110万円（補正後総額188億1972万円）

令和6年度  一般会計補正予算（第6号）
地域活性化に関する事業、災害対策、西部統合小学校建設事業
などを計上。

予算額 7094万円（補正後総額188億9066万円）

令和6年度  一般会計補正予算（第7号）
人事院勧告に準じた給与改定などにより職員などの月例給与
および期末勤勉手当の改正に伴う人件費の追加計上。

11月１日から２日にかけての雨量は。問
１日の深夜から２日の明け方を中心に、補助災害の
採択要件である時間20mmを超える雨量および24
時間雨量で200mm前後の雨量が観測されている。

答

被害状況は。問
路面への土砂流出や倒木、秋口の降雨ということも
あり、大量の落ち葉が路面に散乱するなど、早急な
土砂撤去、倒木処理や路面清掃などの対策が必要と
判断。

答

農　地
農　道
林　道
水　路

道　路
河　川

2
5
10
1

55
6

農林施設災害

公共土木施設災害

箇所数

箇所数

現在、旧津宮幼稚園は放課後児童クラブとし
て使用している。解体後、児童クラブが新た
に建設されるまでの対応は。

問
委員質疑西部統合小学校建設

建設工事実施設計業務委託
旧津宮幼稚園解体設計ほか

2億3234万円 新たな児童クラブ完成まで約１年半、施設を
使えない期間がある。現在、仮の移転先を調
整中であり、決まり次第お知らせする。

答

排水ポンプ設置予定場所

物価高騰対策費
給食食材費などの補助

保 育 所 349万円

小・中学校 600万円

ライスセンター再編整備
荷受場新築工事 ▲7480万円

▲3142万円

減額となり、当初の整備計画の変更がある
が、不満や影響はあるか。

問
委員質疑

大きな影響はないと考えているが、残念であ
るとの声も聞いている。

答

乾燥調製施設
増築工事など

カーボンニュートラル推進
江津未来プロジェクト実行委員会補助金

50万円

江津未来プロジェクトとは。問
委員質疑

脱炭素社会への啓発活動として、EVカートを
活用したレースの開催を目指している全市的
な取り組み。

答

定住促進空き家活用
有福温泉地区における空き家活用促進モデル
事業補助金 1650万円

地域コミュニティが事業主体の理由は。問
委員質疑

島根県が行う中山間地域空き家活用促進モ
デル事業を活用するもので、地域コミュニティ
組織が主体となる枠組みがあるため。

答

活用される有福温泉地区の空き家

ふるさとづくり寄付金
ふるさと寄付業務委託料
システム・フォーム利用料

1億2146万円
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刑法改正により、懲役・禁錮が拘
禁刑に統一されたことに伴い、関
係する４条例を変更するもの

●刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例
（一部改正）

令和７年３月３１日で期間満了となる「江
津ひと・まちプラザ」の指定管理者を「てご
ねっと石見」に決定するもの

候補者の選定基準は。問
施設管理の基本的な考え方、管理経費の
削減など６項目の基準に基づき、審査会に
おいて選定している。

答
委
員
質
疑

●公の施設に係る指定管理者の指定

総務民生委員会

住民票などのコンビニ交付手数料を市役所
窓口での手数料より低い額に設定し、コンビ
ニ交付の増加を図るもの

手数料を下げてコンビニ交付の利用促進を
図る理由は。

問
人口減少が進み職員数も減少する中、証明
にかかる人員・時間を他の業務に充てるな
ど、業務効率化とサービス向上を図るため。

答
委
員
質
疑

●江津市手数料条例（一部改正）

建設経済委員会

● 江津市表彰条例
● 職員の給与に関する条例
● 江津市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例
● 江津市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例

●消費税率５％以下へ引き下げを求める意見書提出（陳情）
物価高に苦しむ家計・中小企業への経済的
支援のため、政府に対し消費税率を５％以
下へ引き下げるよう求めるもの

市としては、物価高騰について具体的な施
策はあるか。

問
具体的な検討は、これから行う。答

委
員
質
疑

本会議 における 賛成・反対意見
財産の取得議案第55号

議案は、学校の教育ネットワークのサーバを更新・再構築する契約に関するもので、更新・
再構築の必要性は認めるが、メリットとされる「他校や出張先でも校務や学習の準備が
でき、業務の効率化を図ることができる」という点については、労務管理がしっかりしてい
なければ「残業させ放題」になりかねないのに、あやふやな対応のみで具体的な対策が
ない。委員会審査を経ない即時での採決で十分な審査をしていないため反対。

反対 多田 伸治
可決

本会議 における 賛成・反対意見
消費税率５％以下へ引き下げを求める意見書提出陳情第3号

消費税は社会保障の重要な安定財源として、年金・医療・介護・子育
てなどの財源に充てられており、国民の暮らしと安心を支えている。国
民が広く享受する社会保障の財源として、あらゆる世代が公平に負担
を分かち合う消費税を活用することで、持続可能な社会保障制度とし
て次世代へと引き継いでいくことができる。「５％の消費税減税」を
行った場合、全世代型社会保障の基盤が大きく緩んでしまうという点
について考慮する必要がある。物価高騰対策には電気・ガス料金補助
や賃上げ環境の整備などの政策を進めることが効果的と考え反対。

反対 坂手 洋介
陳情は、消費税率の５％以下への引き下げの意見書提出を求
めるもの。物価が高騰するなかで消費税の負担は重くなり、市内
中小業者が経営を継続する上で「応能負担・生計費非課税」の
原則に反する消費税の引き下げが必要。「消費税は社会保障の
財源」と言われるが、消費税導入以降も社会保障は改悪ばかり
で、国民の負担は増え続けている。税率を下げればインボイス制
度もいらなくなることから賛成。

賛成 森川 佳英
不採択

手数料条例（一部改正）議案第58号

条例案は、証明書類のコンビニ交付での手数料を値引きするもの。
コンビニ交付促進で、市役所の窓口業務の手間を減らし、減った
手間でサービスを向上させると言うが、値引きはマイナンバーカー
ドの利用が前提で、カードを持っていない人やコンビニの端末を使
えない人には、差別的な扱いとなる。また、市役所窓口では、いまだ
に「たらい回し」があり、サービスの向上を言える状況にない。値引
きできるなら、全ての住民に同じく対応すべきであり反対。

反対 多田 伸治
本条例は、コンビニなどに設置されている多機能端末機により、
各種証明書を交付する場合の手数料を割り引く規定などを追加
するもの。
この改正により、多機能端末機によるサービス利用が促進され、
市民の利便性が向上し、市役所窓口での混雑が緩和され、また、
窓口対応については、混雑緩和により、これまで以上に丁寧な対
応が実施できるようになることから必要な改正であると考え賛成。

賛成 渡辺 信明
可決

市長等の給与に関する条例（一部改正）議案第68号

条例案は、市長・副市長・教育長のボーナスを増額するもの。日本
共産党江津市議団では、６億円の黒字決算など市財政には余裕
があり、市民への再配分を求めてきたが、これまでの答弁では「市
財政には余裕がない」とされ、対応する動きがない。それなのに市
政全般に責任を負う市長・副市長・教育長のボーナスを増額させ
るのは理解に苦しむ。市民の信頼を損なうやり方であり反対。

反対 多田 伸治
本条例は、令和６年度人事院勧告に準じ、職員などの給与が
改正されることに伴い、市長などの期末手当の改正を行うもの。
令和６年８月に人事院勧告が出されたあと、12月に閣議決定が
なされ、その中で特別職においても同様に取り扱うことが示され
ている。近隣の市町村などの動きを見ても、今回この条例制定
は妥当であると考え賛成。

賛成 森元 健二
可決

市議会議員の議員報酬等に関する条例（一部改正）議案第69号

条例案は、市議会議員のボーナスを増額するもの。市財政には
６億円の黒字決算など余裕があるのに「市民・中小業者へ広く行
き渡る物価高騰対策」はなく、対応を怠っている状況。しかも、そ
の理由を「市財政には余裕がない」としながら、行政のチェック役
である議員が自らのボーナス増額には賛同するのでは、市民の理
解は得られない。市民や中小業者への施策こそ優先すべきであ
るため反対。

反対 多田 伸治
条例の一部改正は、令和６年人事院勧告に準じ職員などの給
与の改正に伴うもので、議員の期末手当を年間で0.05月分引
き上げるもの。これは、特別給について民間との均衡を図るも
の。また、地方議員の成り手不足問題の原因の１つである低水
準の議員報酬の改善にもつながり、人材の確保などにも資する
ことから賛成。

賛成 下谷 忠広
可決

令和６年度 一般会計補正予算（第７号）議案第70号

予算案には、市職員、市長・副市長・教育長、市議会議員のボー
ナス増額の費用が計上されている。市職員は労働者であり、ボー
ナス増額は民間労働者の賃金にも上向きの影響を与えるため、
反対するべき理由はない。しかし、市長・副市長・教育長と市議会
議員は、市政への責任を負っており「市財政には余裕がない」と
言いながら、ボーナスを増額するのは道理が通らない。市民の理
解が得られるものではないため反対。

反対 多田 伸治
本補正予算は、令和６年人事院勧告に準じて改正された職員お
よび市長・副市長・教育長・市議会議員の期末手当などの支給に
必要な財源。地方自治法において、市長や市議会議員などに期
末手当を支給できると規定されており、「期末手当は、いわゆる期
末に支給される生活補給金的性格を持つ手当」とされている。物
価高は市民生活のみならず、市長や市議会議員などの生計にも
大きな影響を与えており、生活補給金的な手当のみを物価上昇
に合わせ改正するものであり賛成。

賛成 寺前 克宏
可決
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刑法改正により、懲役・禁錮が拘
禁刑に統一されたことに伴い、関
係する４条例を変更するもの

●刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例
（一部改正）

令和７年３月３１日で期間満了となる「江
津ひと・まちプラザ」の指定管理者を「てご
ねっと石見」に決定するもの

候補者の選定基準は。問
施設管理の基本的な考え方、管理経費の
削減など６項目の基準に基づき、審査会に
おいて選定している。

答
委
員
質
疑

●公の施設に係る指定管理者の指定

総務民生委員会

住民票などのコンビニ交付手数料を市役所
窓口での手数料より低い額に設定し、コンビ
ニ交付の増加を図るもの

手数料を下げてコンビニ交付の利用促進を
図る理由は。

問
人口減少が進み職員数も減少する中、証明
にかかる人員・時間を他の業務に充てるな
ど、業務効率化とサービス向上を図るため。

答
委
員
質
疑

●江津市手数料条例（一部改正）

建設経済委員会

● 江津市表彰条例
● 職員の給与に関する条例
● 江津市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例
● 江津市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例

●消費税率５％以下へ引き下げを求める意見書提出（陳情）
物価高に苦しむ家計・中小企業への経済的
支援のため、政府に対し消費税率を５％以
下へ引き下げるよう求めるもの

市としては、物価高騰について具体的な施
策はあるか。

問
具体的な検討は、これから行う。答

委
員
質
疑

本会議 における 賛成・反対意見
財産の取得議案第55号

議案は、学校の教育ネットワークのサーバを更新・再構築する契約に関するもので、更新・
再構築の必要性は認めるが、メリットとされる「他校や出張先でも校務や学習の準備が
でき、業務の効率化を図ることができる」という点については、労務管理がしっかりしてい
なければ「残業させ放題」になりかねないのに、あやふやな対応のみで具体的な対策が
ない。委員会審査を経ない即時での採決で十分な審査をしていないため反対。

反対 多田 伸治
可決

本会議 における 賛成・反対意見
消費税率５％以下へ引き下げを求める意見書提出陳情第3号

消費税は社会保障の重要な安定財源として、年金・医療・介護・子育
てなどの財源に充てられており、国民の暮らしと安心を支えている。国
民が広く享受する社会保障の財源として、あらゆる世代が公平に負担
を分かち合う消費税を活用することで、持続可能な社会保障制度とし
て次世代へと引き継いでいくことができる。「５％の消費税減税」を
行った場合、全世代型社会保障の基盤が大きく緩んでしまうという点
について考慮する必要がある。物価高騰対策には電気・ガス料金補助
や賃上げ環境の整備などの政策を進めることが効果的と考え反対。

反対 坂手 洋介
陳情は、消費税率の５％以下への引き下げの意見書提出を求
めるもの。物価が高騰するなかで消費税の負担は重くなり、市内
中小業者が経営を継続する上で「応能負担・生計費非課税」の
原則に反する消費税の引き下げが必要。「消費税は社会保障の
財源」と言われるが、消費税導入以降も社会保障は改悪ばかり
で、国民の負担は増え続けている。税率を下げればインボイス制
度もいらなくなることから賛成。

賛成 森川 佳英
不採択

手数料条例（一部改正）議案第58号

条例案は、証明書類のコンビニ交付での手数料を値引きするもの。
コンビニ交付促進で、市役所の窓口業務の手間を減らし、減った
手間でサービスを向上させると言うが、値引きはマイナンバーカー
ドの利用が前提で、カードを持っていない人やコンビニの端末を使
えない人には、差別的な扱いとなる。また、市役所窓口では、いまだ
に「たらい回し」があり、サービスの向上を言える状況にない。値引
きできるなら、全ての住民に同じく対応すべきであり反対。

反対 多田 伸治
本条例は、コンビニなどに設置されている多機能端末機により、
各種証明書を交付する場合の手数料を割り引く規定などを追加
するもの。
この改正により、多機能端末機によるサービス利用が促進され、
市民の利便性が向上し、市役所窓口での混雑が緩和され、また、
窓口対応については、混雑緩和により、これまで以上に丁寧な対
応が実施できるようになることから必要な改正であると考え賛成。

賛成 渡辺 信明
可決

市長等の給与に関する条例（一部改正）議案第68号

条例案は、市長・副市長・教育長のボーナスを増額するもの。日本
共産党江津市議団では、６億円の黒字決算など市財政には余裕
があり、市民への再配分を求めてきたが、これまでの答弁では「市
財政には余裕がない」とされ、対応する動きがない。それなのに市
政全般に責任を負う市長・副市長・教育長のボーナスを増額させ
るのは理解に苦しむ。市民の信頼を損なうやり方であり反対。

反対 多田 伸治
本条例は、令和６年度人事院勧告に準じ、職員などの給与が
改正されることに伴い、市長などの期末手当の改正を行うもの。
令和６年８月に人事院勧告が出されたあと、12月に閣議決定が
なされ、その中で特別職においても同様に取り扱うことが示され
ている。近隣の市町村などの動きを見ても、今回この条例制定
は妥当であると考え賛成。

賛成 森元 健二
可決

市議会議員の議員報酬等に関する条例（一部改正）議案第69号

条例案は、市議会議員のボーナスを増額するもの。市財政には
６億円の黒字決算など余裕があるのに「市民・中小業者へ広く行
き渡る物価高騰対策」はなく、対応を怠っている状況。しかも、そ
の理由を「市財政には余裕がない」としながら、行政のチェック役
である議員が自らのボーナス増額には賛同するのでは、市民の理
解は得られない。市民や中小業者への施策こそ優先すべきであ
るため反対。

反対 多田 伸治
条例の一部改正は、令和６年人事院勧告に準じ職員などの給
与の改正に伴うもので、議員の期末手当を年間で0.05月分引
き上げるもの。これは、特別給について民間との均衡を図るも
の。また、地方議員の成り手不足問題の原因の１つである低水
準の議員報酬の改善にもつながり、人材の確保などにも資する
ことから賛成。

賛成 下谷 忠広
可決

令和６年度 一般会計補正予算（第７号）議案第70号

予算案には、市職員、市長・副市長・教育長、市議会議員のボー
ナス増額の費用が計上されている。市職員は労働者であり、ボー
ナス増額は民間労働者の賃金にも上向きの影響を与えるため、
反対するべき理由はない。しかし、市長・副市長・教育長と市議会
議員は、市政への責任を負っており「市財政には余裕がない」と
言いながら、ボーナスを増額するのは道理が通らない。市民の理
解が得られるものではないため反対。

反対 多田 伸治
本補正予算は、令和６年人事院勧告に準じて改正された職員お
よび市長・副市長・教育長・市議会議員の期末手当などの支給に
必要な財源。地方自治法において、市長や市議会議員などに期
末手当を支給できると規定されており、「期末手当は、いわゆる期
末に支給される生活補給金的性格を持つ手当」とされている。物
価高は市民生活のみならず、市長や市議会議員などの生計にも
大きな影響を与えており、生活補給金的な手当のみを物価上昇
に合わせ改正するものであり賛成。

賛成 寺前 克宏
可決
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令和6年度  一般会計補正予算（第2号）
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専決処分報告について
専決処分報告について
財産の取得について
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関
係条例の整理に関する条例の制定について
番号法の改正に伴う関係条例の整理に関する
条例の制定について
江津市手数料条例の一部を改正する条例制定
について
江津市移動等円滑化のために必要な特定公園
施設の設置に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例制定について
江津市水道事業における水道施設の管理に関
する技術上の業務を行う水道技術管理者の設
置等に関する条例の一部を改正する条例制定
について
江津市水道事業における水道布設工事の施行
に関する技術上の監督業務を行う布設工事監
督員の設置等に関する条例の一部を改正する
条例制定について
公の施設に係る指定管理者の指定について
町の区域の変更について
令和６年度島根県江津市一般会計補正予算
（第６号）を定めることについて
令和６年度島根県江津市国民健康保険事業特
別会計補正予算（第２号）を定めることについて
令和６年度島根県江津市後期高齢者医療事業
特別会計補正予算（第２号）を定めることにつ
いて
職員の給与に関する条例等の一部を改正する
条例の制定について
市長等の給与に関する条例の一部を改正する
条例制定について
江津市議会議員の議員報酬等に関する条例の
一部を改正する条例制定について
令和６年度島根県江津市一般会計補正予算
（第７号）を定めることについて
令和６年度島根県江津市国民健康保険事業特
別会計補正予算（第３号）を定めることについて
令和６年度島根県江津市後期高齢者医療事業
特別会計補正予算（第３号）を定めることにつ
いて
令和６年度島根県江津市水道事業会計補正予
算（第２号）を定めることについて
令和６年度島根県江津市下水道事業会計補正
予算（第２号）を定めることについて
消費税率５％以下へ引き下げを求める意見書
提出に関する陳情
江津市議会の個人情報の保護に関する条例の
一部を改正する条例制定について
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○
○
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○
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○
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○

●

○

市
議

市QA＆

の

の

江津市をもっと
暮らしやすくするには、
こうしたらいいな

一般質問一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内

容
に
つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し

て
質
問
を
行
い
ま
す
。原
稿
は
質
問
し
た

議
員
自
身
が
、主
な
質
問
に
つ
い
て
要
旨

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

※一般質問は江津市議会公式YouTubeチャンネルに
動画を掲載しています。各議員の顔写真の右下の二
次元コードからも動画の閲覧ができます。 

　また、一般質問の全ての議事録は市のホームページの
「市議会」→「会議録検索」からも見ることができます。  
(ただし掲載は次期定例会の前になります)

【
環
境
基
本
計
画
】

Q
．「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」の

中
で
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど

の
よ
う
に
推
進
す
る
の
か
。

A
．活
用
や
普
及
促
進
に
つ
い
て
は
、

景
観
保
全
の
観
点
や
経
済
的
問
題

な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
、現
在
、江

津
市
独
自
の
制
度
や
計
画
の
立
案

に
向
け
た
準
備
を
推
進
し
て
い
る
。

Q
．戸
建
て
住
宅
な
ど
へ
の
太
陽
光

パ
ネ
ル
設
置
へ
の
助
成
金
制
度

創
設
を
。

A
．補
助
金
や
助
成
金
に
加
え
、効

果
的
な
仕
組
み
や
制
度
を
検
討

す
る
。

【
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
】

Q
．地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
の
権
利
に

つ
い
て
の
教
育
や
啓
発
活
動
を
積

極
的
に
推
進
す
べ
き
で
は
。

A
．子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

Q
江
津
市
が
目
指
す「
環
境
像
」と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か

A
「
江
の
川
と
日
本
海
、美
し
い
山
を

と
こ
し
え
に
」と
設
定
し
て
い
る

下谷 忠広
しも たに　 ただ  ひろ

江津市議会
公式ＹｏｕＴｕｂｅ

チャンネル

子どもの権利

推
進
の
た
め
、子
育
て
支
援
課
と

他
部
署
と
の
庁
内
連
携
や
関
係
機

関
と
連
携
し
、進
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
。

Q
．子
ど
も
た
ち
が
積
極
的
に
議
論
に
参

加
で
き
る
仕
組
み
な
ど
の
整
備
を
。

A
．過
去
２
回
、小
・
中
学
生
を
対
象
に

子
ど
も
議
会
を
開
催
し
た
が
、学
校

負
担
が
大
き
く
、な
か
な
か
開
催
で

き
な
い
現
状
。学
校
負
担
が
少
な
い

形
で
子
ど
も
た
ち
の
意
見
が
反
映

で
き
る
仕
組
み
を
考
え
る
。

子どもの権利条約
4つの柱

1. 生きる権利
2. 育つ権利
3. 守られる権利
4. 参加する権利
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令和6年度  一般会計補正予算（第2号）

議
長
職
は
表
決
権
な
し

議決結果【第4回議会定例会】            
議案番号 件　名

議決
結果

承認
〃
可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

不採択

可決

承認第6号
承認第7号
議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議案第61号

議案第62号
議案第63号

議案第64号

議案第65号

議案第66号

議案第67号

議案第68号

議案第69号

議案第70号

議案第71号

議案第72号

議案第73号

議案第74号

陳情第3号

議案第75号

森
元

　 

健
二

植
田

　圭
介

渡
辺

　信
明

坂
田

　優
美

寺
前

　克
宏

下
谷

　忠
広

坂
手

　洋
介

植
田

　好
雄

鍛
治 

恵
巳
子

多
田

　伸
治

山
根 

兼
三
郎

森
川

　佳
英

森
脇

　悦
朗

石
橋 

孝
義

河
野

　正
行

藤
間

　義
明

専決処分報告について
専決処分報告について
財産の取得について
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関
係条例の整理に関する条例の制定について
番号法の改正に伴う関係条例の整理に関する
条例の制定について
江津市手数料条例の一部を改正する条例制定
について
江津市移動等円滑化のために必要な特定公園
施設の設置に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例制定について
江津市水道事業における水道施設の管理に関
する技術上の業務を行う水道技術管理者の設
置等に関する条例の一部を改正する条例制定
について
江津市水道事業における水道布設工事の施行
に関する技術上の監督業務を行う布設工事監
督員の設置等に関する条例の一部を改正する
条例制定について
公の施設に係る指定管理者の指定について
町の区域の変更について
令和６年度島根県江津市一般会計補正予算
（第６号）を定めることについて
令和６年度島根県江津市国民健康保険事業特
別会計補正予算（第２号）を定めることについて
令和６年度島根県江津市後期高齢者医療事業
特別会計補正予算（第２号）を定めることにつ
いて
職員の給与に関する条例等の一部を改正する
条例の制定について
市長等の給与に関する条例の一部を改正する
条例制定について
江津市議会議員の議員報酬等に関する条例の
一部を改正する条例制定について
令和６年度島根県江津市一般会計補正予算
（第７号）を定めることについて
令和６年度島根県江津市国民健康保険事業特
別会計補正予算（第３号）を定めることについて
令和６年度島根県江津市後期高齢者医療事業
特別会計補正予算（第３号）を定めることにつ
いて
令和６年度島根県江津市水道事業会計補正予
算（第２号）を定めることについて
令和６年度島根県江津市下水道事業会計補正
予算（第２号）を定めることについて
消費税率５％以下へ引き下げを求める意見書
提出に関する陳情
江津市議会の個人情報の保護に関する条例の
一部を改正する条例制定について

執
行
部
提
案

○：賛成　  ●：反対

議員
提案
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○

○

○

○

○

○

○
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○

市
議

市QA＆

の

の

江津市をもっと
暮らしやすくするには、
こうしたらいいな

一般質問一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内

容
に
つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し

て
質
問
を
行
い
ま
す
。原
稿
は
質
問
し
た

議
員
自
身
が
、主
な
質
問
に
つ
い
て
要
旨

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

※一般質問は江津市議会公式YouTubeチャンネルに
動画を掲載しています。各議員の顔写真の右下の二
次元コードからも動画の閲覧ができます。 

　また、一般質問の全ての議事録は市のホームページの
「市議会」→「会議録検索」からも見ることができます。  
(ただし掲載は次期定例会の前になります)

【
環
境
基
本
計
画
】

Q
．「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」の

中
で
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど

の
よ
う
に
推
進
す
る
の
か
。

A
．活
用
や
普
及
促
進
に
つ
い
て
は
、

景
観
保
全
の
観
点
や
経
済
的
問
題

な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
、現
在
、江

津
市
独
自
の
制
度
や
計
画
の
立
案

に
向
け
た
準
備
を
推
進
し
て
い
る
。

Q
．戸
建
て
住
宅
な
ど
へ
の
太
陽
光

パ
ネ
ル
設
置
へ
の
助
成
金
制
度

創
設
を
。

A
．補
助
金
や
助
成
金
に
加
え
、効

果
的
な
仕
組
み
や
制
度
を
検
討

す
る
。

【
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
】

Q
．地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
の
権
利
に

つ
い
て
の
教
育
や
啓
発
活
動
を
積

極
的
に
推
進
す
べ
き
で
は
。

A
．子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

Q
江
津
市
が
目
指
す「
環
境
像
」と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か

A
「
江
の
川
と
日
本
海
、美
し
い
山
を

と
こ
し
え
に
」と
設
定
し
て
い
る

下谷 忠広
しも たに　 ただ  ひろ

江津市議会
公式ＹｏｕＴｕｂｅ

チャンネル

子どもの権利

推
進
の
た
め
、子
育
て
支
援
課
と

他
部
署
と
の
庁
内
連
携
や
関
係
機

関
と
連
携
し
、進
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
。

Q
．子
ど
も
た
ち
が
積
極
的
に
議
論
に
参

加
で
き
る
仕
組
み
な
ど
の
整
備
を
。

A
．過
去
２
回
、小
・
中
学
生
を
対
象
に

子
ど
も
議
会
を
開
催
し
た
が
、学
校

負
担
が
大
き
く
、な
か
な
か
開
催
で

き
な
い
現
状
。学
校
負
担
が
少
な
い

形
で
子
ど
も
た
ち
の
意
見
が
反
映

で
き
る
仕
組
み
を
考
え
る
。

子どもの権利条約
4つの柱

1. 生きる権利
2. 育つ権利
3. 守られる権利
4. 参加する権利
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Q
．公
職
選
挙
法
に
よ
る
と
、自
治
体
は

「
選
挙
に
つ
い
て
の
常
時
啓
発
」お
よ

び「
選
挙
時
に
お
い
て
啓
発
を
行
う
」

必
要
が
あ
る
が
、本
市
の
対
応
は
。

A
．常
時
啓
発
で
は
、毎
年
18
歳
に
な

る
新
有
権
者
に
選
挙
啓
発
冊
子
な

ど
の
送
付
や
出
前
講
座
な
ど
を
用

意
。選
挙
時
啓
発
で
は
、コ
ロ
ナ
禍

で
見
合
わ
せ
て
い
た
街
頭
活
動
を

５
年
ぶ
り
に
実
施
。試
み
と
し
て

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
タ
ー
ゲ
テ
ィ

ン
グ
広
告
も
行
っ
た
。

Q
．若
い
方
の
投
票
率
向
上
の
取
り
組
み

と
し
て「
セ
ン
キ
ョ
割
」と
い
う
活

動
が
あ
り
、こ
れ
に
必
要
な「
投
票

済
証
明
書
」の
本
市
の
交
付
状
況
は
。

A
．今
回
の
選
挙
に
お
い
て
は
１
件
交

付
を
確
認
。た
だ
し
、交
付
の
法

的
根
拠
は
な
く
、各
市
町
村
選
挙

管
理
委
員
会
の
判
断
に
よ
り
交
付

し
て
い
る
。

Q
．近
隣
市
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る

「
移
動
期
日
前
投
票
所
」の
導
入
は
。

A
．当
該
取
り
組
み
は
有
用
だ
と
認
識

し
て
い
る
が
、様
々
な
課
題
が
あ
る
。

し
か
し
、高
齢
化
が
進
行
し
て
い
く

中
、実
施
可
能
か
検
討
を
重
ね
る
。

Q
．障
が
い
の
あ
る
方
が
、円
滑
に
投
票

で
き
る
よ
う
に
な
る
投
票
支
援

ツ
ー
ル
の
導
入
は
可
能
か
。

A
．障
が
い
の
あ
る
方
が
、投
票
の
際

に
困
り
ご
と
な
ど
を
係
員
に
伝
え

る
こ
と
が
可
能
な
の
で
、次
回
の

選
挙
か
ら
導
入
し
た
い
。

Q
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
本
市
の

投
票
率
60
．10
％
へ
の
認
識
は

A
県
内
８
市
で
は
２
番
目
に
高
く

投
票
行
動
に
は
様
々
な
要
因
が
関
係

渡辺 信明導入予定の投票支援ツール
 わた なべ　  のぶ  あき

Q
．ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト
な

ど
の
計
画
案
を
示
し
、意
見
集
約

す
る
考
え
は
。

A
．利
用
児
童
が
確
定
し
な
い
と
示
せ

な
い
が
、大
ま
か
な
運
行
計
画
は

で
き
る
だ
け
早
く
提
示
で
き
る
よ

う
に
進
め
る
。

Q
．移
転
時
期
は
、学
校
運
営
の
重
大
な
決

定
事
項
。Ｐ
Ｔ
Ａ
に
判
断
を
委
ね
る
の

は
責
任
が
重
い
。行
政
が
主
導
的
に
担

い
意
見
集
約
を
す
る
べ
き
で
は
。

A
．保
護
者
の
意
見
を
最
大
限
尊
重

す
る
た
め
で
、教
育
委
員
会
と

一
緒
に
結
論
を
出
し
た
い
。

浜田地区広域行政組合による実態調査
うえ　だ　　よし　お もり  かわ    よし  ひで

Q
．万
葉
集
と
本
市
と
の
関
わ
り
は
。

A
．本
市
に
は
、古
く
か
ら
代
表
的
な

万
葉
歌
人
と
し
て
柿
本
人
麻
呂
が

石
見
相
聞
歌
を
詠
ん
だ
と
い
う
伝

承
が
あ
り
、市
内
各
地
に
歌
碑
が

建
て
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、人
麻
呂

終
え
ん
の
地
の
一
つ
と
し
て
も
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

Q
．元
号
の
令
和
・
万
葉
集
・
石
見
相
聞

歌
・
柿
本
人
麻
呂
・
依
羅
娘
子
・
ふ

る
さ
と
江
津
が
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
を
、子
ど
も
た
ち
を
含
め
ど
れ

だ
け
の
市
民
が
認
識
し
て
い
る
だ

ろ
う
か
。江
の
川
や
石
見
神
楽
、石

州
赤
瓦
な
ど
に
加
え
、石
見
相
聞
歌

が
こ
の
ふ
る
さ
と
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
を
子
ど
も

の
と
き
か
ら
教
え
込
ん
で
い
く
こ

と
が
、こ
う
し
た
誇
る
べ
き
財
産
を

将
来
に
向
か
っ
て
引
き
継
ぐ
こ
と

に
な
る
。現
在
の
学
校
授
業
で
は
以

Q
教
育
に
よ
る
万
葉
継
承
を

A
校
長
と
し
っ
か
り
協
議
し

ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
展
開

山根 兼三郎依羅娘子（よさみのおとめ）
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Q
．こ
の
春
に
行
わ
れ
た
訪
問
介
護
の

報
酬
引
き
下
げ
で
、ほ
と
ん
ど
の
介

護
事
業
所
が
報
酬
不
足
を
訴
え
て

い
る
が
、ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

A
．多
く
の
事
業
所
が
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
る
が
、利
用
者
の
減
少
や

報
酬
単
価
の
低
い
生
活
支
援
の
増

加
で
収
益
が
上
が
ら
な
い
と
い
う

実
態
も
あ
る
。ま
た
、課
題
と
し
て

は
介
護
人
材
の
確
保
も
大
き
い
。

処
遇
改
善
加
算
の
取
得
が
事
業
所

の
収
入
を
大
き
く
左
右
す
る
が
、

加
算
の
取
り
方
が
わ
か
ら
な
い
と

の
声
も
あ
っ
た
。そ
う
い
っ
た
声
に

つ
い
て
、浜
田
地
区
広
域
行
政
組

合
と
一
緒
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

Q
．訪
問
介
護
が
利
用
困
難
な
地
域
に

住
む
人
へ
、必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、生
活
の
質
の
向
上
が
で

き
て
い
る
か
。

A
．利
用
者
の
生
活
実
態
や
希
望
を

把
握
し
、生
活
の
困
り
ご
と
解
消

や
望
む
暮
ら
し
に
近
づ
け
る
個
人

の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
、サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
生
活
の
質
の
向
上

を
図
っ
て
い
る
。

Q
．訪
問
介
護
事
業
所
が
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
で
き
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
か
。

A
．浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
が
介

護
報
酬
に
つ
い
て
高
い
加
算
が
取

れ
る
技
術
的
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

実
態
を
踏
ま
え
た
制
度
設
計
を

国
・
県
へ
要
望
し
て
い
く
。

Q
訪
問
介
護
の
報
酬
が
引
き
下
げ

ら
れ
た
が
、市
内
の
状
況
は

A
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
と

一
緒
に
支
援
し
て
い
き
た
い

森川 佳英

Q
．教
育
的
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、

令
和
10
年
度
に
両
校
が
同
時
移
転

の
判
断
を
す
る
べ
き
で
は
。

A
．川
波
小
で
卒
業
し
た
い
と
い
う
声

も
あ
る
。納
得
で
き
る
結
論
は
難
し

い
が
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
た
い
。

Q
．現
校
舎
の
ト
イ
レ
洋
式
化
を
。

A
．必
要
な
改
修
は
実
施
し
た
い
。

【
図
書
館
建
設
や
旧
庁
舎
の
扱
い
】

Q
．図
書
館
建
設
の
見
直
し
の
考
え
は
。

A
．令
和
７
年
度
、基
本
構
想
・
基
本
計

画
の
見
直
し
作
業
に
着
手
し
た
い
。

Q
．旧
庁
舎
の
譲
渡
や
解
体
の
最
終
判

断
時
期
は
。

A
．残
置
物
品
が
多
数
残
っ
て
お
り
、

移
設
作
業
に
時
間
が
必
要
で
あ

り
、判
断
時
期
は
示
せ
な
い
。

前
よ
り
か
な
り
取
り
組
み
が
後
退

し
て
い
る
の
で
は
。

A
．本
市
の
教
育
大
綱
に
基
づ
い
て
学

校
教
育
を
進
め
て
い
る
。小
・
中

学
校
の
教
育
課
程
に
つ
い
て
は
、

学
校
長
が
責
任
を
持
っ
て
管
理
運

営
を
し
て
い
る
。そ
の
中
に
お
い

て
、万
葉
の
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を

ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
か
に
つ

い
て
も
、校
長
と
し
っ
か
り
協
議
を

し
な
が
ら
、ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
展
開
に
ま
い
進
し
た
い
。

建設予定地の津宮小学校

令和6年度の訪問介護報酬の
マイナス改定に伴う影響について
❶大いに影響がある・・・ 17事業所
❷若干、影響がある・・・・・ 5事業所
❸影響はない・・・・・・・・・・・・ 2事業所
❹分からない・・・・・・・・・・・・ 5事業所

❶大いに
　影響がある
　59%

❷若干、
　影響がある
　17%

❸影響はない
　7%

❹分からない
　17%

Q
西
部
の
小
学
校
統
合
の

教
育
的
意
義
・
目
的
は

A

植田 好雄

教
科
の
習
得
、集
団
の
中
で
切
磋

琢
磨
し
、社
会
性
や
規
範
意
識
を
育
む
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Q
．公
職
選
挙
法
に
よ
る
と
、自
治
体
は

「
選
挙
に
つ
い
て
の
常
時
啓
発
」お
よ

び「
選
挙
時
に
お
い
て
啓
発
を
行
う
」

必
要
が
あ
る
が
、本
市
の
対
応
は
。

A
．常
時
啓
発
で
は
、毎
年
18
歳
に
な

る
新
有
権
者
に
選
挙
啓
発
冊
子
な

ど
の
送
付
や
出
前
講
座
な
ど
を
用

意
。選
挙
時
啓
発
で
は
、コ
ロ
ナ
禍

で
見
合
わ
せ
て
い
た
街
頭
活
動
を

５
年
ぶ
り
に
実
施
。試
み
と
し
て

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
タ
ー
ゲ
テ
ィ

ン
グ
広
告
も
行
っ
た
。

Q
．若
い
方
の
投
票
率
向
上
の
取
り
組
み

と
し
て「
セ
ン
キ
ョ
割
」と
い
う
活

動
が
あ
り
、こ
れ
に
必
要
な「
投
票

済
証
明
書
」の
本
市
の
交
付
状
況
は
。

A
．今
回
の
選
挙
に
お
い
て
は
１
件
交

付
を
確
認
。た
だ
し
、交
付
の
法

的
根
拠
は
な
く
、各
市
町
村
選
挙

管
理
委
員
会
の
判
断
に
よ
り
交
付

し
て
い
る
。

Q
．近
隣
市
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る

「
移
動
期
日
前
投
票
所
」の
導
入
は
。

A
．当
該
取
り
組
み
は
有
用
だ
と
認
識

し
て
い
る
が
、様
々
な
課
題
が
あ
る
。

し
か
し
、高
齢
化
が
進
行
し
て
い
く

中
、実
施
可
能
か
検
討
を
重
ね
る
。

Q
．障
が
い
の
あ
る
方
が
、円
滑
に
投
票

で
き
る
よ
う
に
な
る
投
票
支
援

ツ
ー
ル
の
導
入
は
可
能
か
。

A
．障
が
い
の
あ
る
方
が
、投
票
の
際

に
困
り
ご
と
な
ど
を
係
員
に
伝
え

る
こ
と
が
可
能
な
の
で
、次
回
の

選
挙
か
ら
導
入
し
た
い
。

Q
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
本
市
の

投
票
率
60
．10
％
へ
の
認
識
は

A
県
内
８
市
で
は
２
番
目
に
高
く

投
票
行
動
に
は
様
々
な
要
因
が
関
係

渡辺 信明導入予定の投票支援ツール
 わた なべ　  のぶ  あき

Q
．ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト
な

ど
の
計
画
案
を
示
し
、意
見
集
約

す
る
考
え
は
。

A
．利
用
児
童
が
確
定
し
な
い
と
示
せ

な
い
が
、大
ま
か
な
運
行
計
画
は

で
き
る
だ
け
早
く
提
示
で
き
る
よ

う
に
進
め
る
。

Q
．移
転
時
期
は
、学
校
運
営
の
重
大
な
決

定
事
項
。Ｐ
Ｔ
Ａ
に
判
断
を
委
ね
る
の

は
責
任
が
重
い
。行
政
が
主
導
的
に
担

い
意
見
集
約
を
す
る
べ
き
で
は
。

A
．保
護
者
の
意
見
を
最
大
限
尊
重

す
る
た
め
で
、教
育
委
員
会
と

一
緒
に
結
論
を
出
し
た
い
。

浜田地区広域行政組合による実態調査
うえ　だ　　よし　お もり  かわ    よし  ひで

Q
．万
葉
集
と
本
市
と
の
関
わ
り
は
。

A
．本
市
に
は
、古
く
か
ら
代
表
的
な

万
葉
歌
人
と
し
て
柿
本
人
麻
呂
が

石
見
相
聞
歌
を
詠
ん
だ
と
い
う
伝

承
が
あ
り
、市
内
各
地
に
歌
碑
が

建
て
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、人
麻
呂

終
え
ん
の
地
の
一
つ
と
し
て
も
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

Q
．元
号
の
令
和
・
万
葉
集
・
石
見
相
聞

歌
・
柿
本
人
麻
呂
・
依
羅
娘
子
・
ふ

る
さ
と
江
津
が
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
を
、子
ど
も
た
ち
を
含
め
ど
れ

だ
け
の
市
民
が
認
識
し
て
い
る
だ

ろ
う
か
。江
の
川
や
石
見
神
楽
、石

州
赤
瓦
な
ど
に
加
え
、石
見
相
聞
歌

が
こ
の
ふ
る
さ
と
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
を
子
ど
も

の
と
き
か
ら
教
え
込
ん
で
い
く
こ

と
が
、こ
う
し
た
誇
る
べ
き
財
産
を

将
来
に
向
か
っ
て
引
き
継
ぐ
こ
と

に
な
る
。現
在
の
学
校
授
業
で
は
以

Q
教
育
に
よ
る
万
葉
継
承
を

A
校
長
と
し
っ
か
り
協
議
し

ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
展
開
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に
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た
訪
問
介
護
の

報
酬
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き
下
げ
で
、ほ
と
ん
ど
の
介

護
事
業
所
が
報
酬
不
足
を
訴
え
て

い
る
が
、ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

A
．多
く
の
事
業
所
が
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
る
が
、利
用
者
の
減
少
や

報
酬
単
価
の
低
い
生
活
支
援
の
増

加
で
収
益
が
上
が
ら
な
い
と
い
う

実
態
も
あ
る
。ま
た
、課
題
と
し
て

は
介
護
人
材
の
確
保
も
大
き
い
。

処
遇
改
善
加
算
の
取
得
が
事
業
所

の
収
入
を
大
き
く
左
右
す
る
が
、

加
算
の
取
り
方
が
わ
か
ら
な
い
と

の
声
も
あ
っ
た
。そ
う
い
っ
た
声
に

つ
い
て
、浜
田
地
区
広
域
行
政
組

合
と
一
緒
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

Q
．訪
問
介
護
が
利
用
困
難
な
地
域
に

住
む
人
へ
、必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、生
活
の
質
の
向
上
が
で

き
て
い
る
か
。

A
．利
用
者
の
生
活
実
態
や
希
望
を

把
握
し
、生
活
の
困
り
ご
と
解
消

や
望
む
暮
ら
し
に
近
づ
け
る
個
人

の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
、サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
生
活
の
質
の
向
上

を
図
っ
て
い
る
。

Q
．訪
問
介
護
事
業
所
が
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
で
き
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
か
。

A
．浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
が
介

護
報
酬
に
つ
い
て
高
い
加
算
が
取

れ
る
技
術
的
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

実
態
を
踏
ま
え
た
制
度
設
計
を

国
・
県
へ
要
望
し
て
い
く
。

Q
訪
問
介
護
の
報
酬
が
引
き
下
げ

ら
れ
た
が
、市
内
の
状
況
は

A
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
と

一
緒
に
支
援
し
て
い
き
た
い
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Q
．教
育
的
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、

令
和
10
年
度
に
両
校
が
同
時
移
転

の
判
断
を
す
る
べ
き
で
は
。

A
．川
波
小
で
卒
業
し
た
い
と
い
う
声

も
あ
る
。納
得
で
き
る
結
論
は
難
し

い
が
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
た
い
。

Q
．現
校
舎
の
ト
イ
レ
洋
式
化
を
。

A
．必
要
な
改
修
は
実
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し
た
い
。

【
図
書
館
建
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や
旧
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舎
の
扱
い
】

Q
．図
書
館
建
設
の
見
直
し
の
考
え
は
。

A
．令
和
７
年
度
、基
本
構
想
・
基
本
計

画
の
見
直
し
作
業
に
着
手
し
た
い
。

Q
．旧
庁
舎
の
譲
渡
や
解
体
の
最
終
判

断
時
期
は
。

A
．残
置
物
品
が
多
数
残
っ
て
お
り
、

移
設
作
業
に
時
間
が
必
要
で
あ

り
、判
断
時
期
は
示
せ
な
い
。

前
よ
り
か
な
り
取
り
組
み
が
後
退

し
て
い
る
の
で
は
。

A
．本
市
の
教
育
大
綱
に
基
づ
い
て
学

校
教
育
を
進
め
て
い
る
。小
・
中

学
校
の
教
育
課
程
に
つ
い
て
は
、

学
校
長
が
責
任
を
持
っ
て
管
理
運

営
を
し
て
い
る
。そ
の
中
に
お
い

て
、万
葉
の
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を

ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
か
に
つ

い
て
も
、校
長
と
し
っ
か
り
協
議
を

し
な
が
ら
、ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
展
開
に
ま
い
進
し
た
い
。

建設予定地の津宮小学校

令和6年度の訪問介護報酬の
マイナス改定に伴う影響について
❶大いに影響がある・・・ 17事業所
❷若干、影響がある・・・・・ 5事業所
❸影響はない・・・・・・・・・・・・ 2事業所
❹分からない・・・・・・・・・・・・ 5事業所

❶大いに
　影響がある
　59%

❷若干、
　影響がある
　17%

❸影響はない
　7%

❹分からない
　17%

Q
西
部
の
小
学
校
統
合
の

教
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的
意
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・
目
的
は

A

植田 好雄

教
科
の
習
得
、集
団
の
中
で
切
磋

琢
磨
し
、社
会
性
や
規
範
意
識
を
育
む
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Q
．10
月
に
市
内
東
部
唯
一
の
ス
ー

パ
ー
が
閉
店
し
た
が
、買
物
対
策
を

ど
う
考
え
る
か
。

A
．現
時
点
で
、ス
ー
パ
ー
閉
店
に
よ
る

買
物
で
の
困
り
ご
と
は
、市
へ
寄
せ

ら
れ
て
い
な
い
が
、不
便
が
生
じ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。店
舗
・
移

動
販
売
の
開
業
支
援
な
ど
、関
係

課
が
連
携
し
て
対
応
し
て
お
り
、

今
後
も
関
係
者
と
一
緒
に
な
り
検

討
す
る
。

Q
．す
で
に
困
っ
て
い
る
住
民
が
い
る

の
に
検
討
だ
け
か
。具
体
的
対
策
は
。

A
．困
っ
て
い
る
と
の
話
は
来
て
い
な
い
。

話
が
あ
れ
ば
対
応
を
検
討
す
る
。

Q
．東
部
で
の
新
規
出
店
の
た
め
、市
内

外
の
事
業
者
へ
、設
備
投
資
や
土
地

購
入
・
賃
貸
へ
の
支
援
、雇
用
へ
の

補
助
な
ど
を
提
示
し
、企
業
誘
致
と

し
て
呼
び
か
け
る
こ
と
を
求
め
る
。

Q
市
内
東
部
唯
一
の
ス
ー
パ
ー
が

閉
店
し
た
が
具
体
的
な
買
物
対
策
は

A
困
っ
て
い
る
と
の
話
は
来
て
い
な
い

話
が
あ
れ
ば
対
応
を
検
討
す
る

多田 伸治閉店したスーパー
  た     だ　　しん  じ

Q
．こ
れ
ま
で
の
議
論
で
は
、図
書
館
建

設
に
10
数
億
円
か
か
る
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。基
金
以
外
の
財
源
確
保

の
取
り
組
み
は
。

A
．基
金
積
立
て
以
外
は
特
に
な
い
。

Q
．こ
れ
ま
で
、図
書
館
建
設
に
つ
い

て
、財
源
の
課
題
を
答
弁
さ
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
。今
後
一
般
論
と
し
て

考
え
ら
れ
る
財
源
確
保
の
方
法
は
。

A
．国
や
県
の
補
助
金
と
い
っ
た
特
定

財
源
を
探
し
、一
般
財
源
が
負
担

す
る
部
分
に
過
疎
債
と
基
金
を
充

当
す
る
方
法
が
一
般
的
と
考
え
る
。

補
助
金
活
用
で
は
図
書
館
単
独
で

は
な
く
、複
合
施
設
に
す
る
場
合

な
ど
検
討
で
き
る
。図
書
館
・
郷

土
資
料
館
建
設
基
金
の
充
当
だ
け

で
な
く
、ふ
る
さ
と
寄
附
金
な
ど

を
充
当
す
る
方
法
や
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
の

手
法
も
考
え
ら
れ
る
。

【
健
康
保
険
証
新
規
発
行
終
了
と

　
　
　
　
　
　

  

マ
イ
ナ
保
険
証
】

Q
．令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
、健
康
保

険
証
は
発
行
さ
れ
な
く
な
る
。マ
イ

ナ
保
険
証
は
任
意
で
登
録
と
解
除

が
で
き
る
が
、手
持
ち
の
保
険
証
は

ど
う
な
る
か
。

A
．マ
イ
ナ
保
険
証
が
な
い
方
に
は
資

格
確
認
書
が
送
付
さ
れ
る
。マ
イ

ナ
保
険
証
を
解
除
す
る
方
は
解
除

手
続
き
の
際
、そ
の
場
で
資
格
確

認
書
を
交
付
す
る
。

Q
図
書
館
・
郷
土
資
料
館
建
設
基
金
の

現
状
は

A
令
和
６
年
３
月
31  
日
時
点
で

基
金
残
高
は
約
７
２
２
１
万
円

植田 圭介マイナンバーカード
 うえ   だ      けい  すけ

Q
．西
部
統
合
小
学
校
の
統
合
完
了
ま

で
の
流
れ
と
、現
時
点
で
の
課
題
は
。

A
．令
和
６
年
度
は
新
設
す
る
市
道
ル
ー

ト
の
検
討
。地
権
者
な
ど
へ
説
明
会

を
開
催
。用
地
測
量
・
現
地
立
会
・

道
路
設
計
・
新
校
舎
の
基
本
設
計
に

着
手
。７
年
度
は
実
施
計
画
・
学
校

敷
地
の
造
成
工
事
。８
・
９
年
度
で

校
舎
な
ど
本
体
工
事
。10
年
度
は
津

宮
小
現
校
舎
の
解
体
。11
年
度
に
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
工
事
。令
和
11

年
度
中
に
は
統
合
に
係
る
す
べ
て

の
工
事
が
完
了
予
定
。課
題
は
グ

ラ
ウ
ン
ド
整
備
が
終
わ
る
ま
で
の

約
４
年
半
、グ
ラ
ウ
ン
ド
の
使
用
が

で
き
な
い
こ
と
と
工
事
に
よ
る
騒

音
の
影
響
。

　Q
．教
育
環
境
の
格
差
を
考
え
る
と
、郷

田
小
学
校
を
修
繕
す
る
だ
け
で
は

老
朽
化
は
止
め
ら
れ
な
い
。耐
震
工

事
や
改
修
を
済
ま
せ
た
渡
津
小
学

Q
平
成
23
年
作
成
の
第
２
次
学
校
整
備

再
編
基
本
計
画
の
見
直
し
時
期
は

A
令
和
７
年
度
か
ら
着
手
し

早
期
の
計
画
見
直
し
に
取
り
組
む

坂田 優美
 さか   た　   ゆう   み

Q
．子
育
て
世
帯
の
ニ
ー
ズ
ア
ン
ケ
ー

ト
実
施
で
見
え
た
こ
と
は
。

A
．ウ
ェ
ブ
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

本
市
が
子
育
て
し
や
す
い
か
と
の

質
問
に「
そ
う
思
う
」と
答
え
た
方

が
少
し
減
っ
て
い
る
。今
後
さ
ら
に

地
域
ぐ
る
み
・
社
会
ぐ
る
み
で
子

育
て
支
援
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
。

Q
．子
育
て
世
帯
の
ニ
ー
ズ
を
ど
う
と

ら
え
て
い
る
か
。

A
．本
市
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

入
手
し
づ
ら
い
と
感
じ
る
人
が
増

え
て
い
る
。ニ
ー
ズ
調
査
か
ら
課
題

を
整
理
し
、解
決
に
向
け
た
施
策

を
計
画
に
盛
り
込
む
予
定
。

Q
．休
止
中
の
病
児
保
育
は
。

A
．医
師
確
保
が
課
題
で
再
開
が
で
き
て

い
な
い
。現
状
・
社
会
資
源
を
踏
ま

え
、制
度
の
在
り
方
、取
り
組
み
の

可
能
性
を
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
。

Q
第
３
期
子
ど
も
子
育
て
支
援
計
画
に

子
育
て
世
帯
の
ニ
ー
ズ
反
映
を

A
新
た
に
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
も
活
用
し

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

鍛治 恵巳子

A
．人
口
減
少
に
よ
る
需
要
低
下
で
小

売
業
の
誘
致
は
難
し
い
課
題
。地

域
の
買
物
事
情
に
応
じ
、選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
買
物
不
便
対
策
に

取
り
組
む
。

Q
．ど
ん
な
支
援
が
あ
れ
ば
出
店
可
能

か
、問
い
か
け
る
こ
と
も
条
件
を
探

る
上
で
有
効
で
は
な
い
か
。

A
．対
策
は
新
規
出
店
に
限
定
し
た
も

の
で
は
な
い
の
で
、そ
れ
を
前
提
と

し
て
出
店
条
件
な
ど
を
聞
く
こ
と

を
考
え
て
い
な
い
。

校
と
の
２
校
統
合
は
案
の
一
つ
と

し
て
ど
う
か
。

A
．維
持
補
修
だ
け
で
は
根
本
的
な
解

決
に
は
な
ら
な
い
。消
防
設
備
・
電

気
設
備
・
ト
イ
レ
な
ど
に
加
え
、屋

内
運
動
場
も
建
て
替
え
る
と
な
る

と
数
億
円
規
模
の
予
算
が
必
要
。

２
校
統
合
は
一
つ
の
考
え
方
で
あ

り
、様
々
な
方
策
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

Q
．江
津
東
小
学
校
と
江
東
中
学
校
の

小
中
一
貫
校
へ
の
考
え
は
。

A
．小
中
一
貫
校
は
義
務
教
育
学
校
と

し
て
制
度
化
さ
れ
て
い
る
。選
択
肢

の
一つ
で
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

  か     じ 　　え　  み    こ

Q
．県
へ
の
重
点
要
望
で
地
域
医
療
の

維
持
確
保
を
あ
げ
て
い
る
が
、子
育

て
の
視
点
を
加
え
要
望
を
。

A
．こ
の
こ
と
は
本
市
の
子
育
て
支
援

や
人
口
減
少
対
策
に
も
つ
な
が
る

の
で
今
後
調
整
す
る
。

【
防
災
】

Q
．地
域
防
災
会
議
の
委
員
に
占
め
る

女
性
の
割
合
15
％
達
成
を
。

A
．令
和
６
年
度
は
、団
体
に
働
き
か

け
る
な
ど
し
て
、31
％
を
達
成
。おやこ・キラキラコンサート

「ＰＦＩ」とは
民間の資金とノウハウなどを活用し、
公共施設の設計・運営などを行う公
共事業の手法の１つ。
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の
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と
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Q
．い
わ
み
留
学
の
実
施
状
況
は
。

A
．都
市
部
か
ら
の
若
者
を
留
学
と
い

う
形
で
受
け
入
れ
、市
内
の
フ
ィ
ー

ル
ド
を
学
び
の
場
と
し
て
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、若
者
自
ら
の
ラ
イ

フ
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
き
っ
か
け
と

し
、将
来
的
な
Ｕ・Ｉ
タ
ー
ン
の
創

出
、定
住
を
目
的
と
せ
ず
、一
定
数

の
滞
在
者
が
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
、

地
域
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体
の
活
動
人
口
規
模
を
維

持
し
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い
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と
い
う
新
た
な
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取
り
組
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っ
か
け
と
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目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

Q
．ご
う
つ
企
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ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
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タ
ー
ン
の
成
果
は
。

A
．事
業
所
側
は
大
学
生
と
つ
な
が
り

を
持
て
た
こ
と
や
、職
場
の
雰
囲

気
を
直
接
感
じ
て
も
ら
え
た
。学

生
側
は
職
業
観
の
向
上
や
キ
ャ
リ

ア
に
対
す
る
考
え
方
が
変
化
し

た
。ま
た
、そ
こ
で
働
く
人
の
魅
力

が
事
業
所
の
魅
力
に
な
る
と
い
う

感
想
も
聞
か
れ
た
。

Q
．お
し
ご
と
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
成
果
は
。

A
．こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
小
・
中
学
生
を
対

象
と
し
、も
の
づ
く
り
や
福
祉
・
医

療
な
ど
16
事
業
所
が
出
展
し
、参

加
者
は
仕
事
に
関
わ
る
体
験
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
た
。体
験
を
通
じ

て
地
元
企
業
を
知
る
・
も
の
づ
く

り
や
看
護
医
療
へ
の
関
心
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

Q
帰
っ
て
き
た
い
若
者
が

帰
っ
て
こ
ら
れ
る
取
り
組
み
を

A
市
内
企
業
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

定
着
拡
大
や
情
報
発
信
を
図
る

森元 健二多くの若者が江津の関係人口になっている
 もり もと     けん   じ

議会報告会

若者と考える未来へのヒント！！
　江津市議会では、毎年市内で議会報告会を実施して
います。このたび、１１月に江津工業高等学校と青陵中学
校において、学校授業の一環として議会報告会を行い、
生徒と議員とで意見交換をしました。
　テーマについては「将来も江津に住みたいと思います

か」や「江津の好きなところ」「困っていること」など生徒
の皆さんが思ったこと、感じたことを率直に話してもらい
ました。
　江津市議会では、議会報告会を皆さんからのご意見
をいただく機会ととらえ、今後も開催していきます。

江津工業高等学校 青陵中学校

幸せ循環の仕組みと
図書館の役割を視察

　総務民生委員会は、11月に行政視察を行いました。
　長崎県大村市の「しあわせ循環コミュニティ」事業
では、マイナンバーカードを活用した「地域通貨」「子
育て支援サービス」「地域助け合いサービス」の3つの
取り組みを推進されていました。
　佐賀県武雄市の「武雄市図書館・歴史資料館」は
❶いつでも利用でき❷居心地のいい❸体感できる
図書館をコンセプトに建設され、指定管理者制度に
より民間と提携し運営されていました。
　今後、視察で得たことを本市への提言につなげて
いきます。

議員定数の議論が始まります
　議会活性化特別委員会では、現在、議会改革の取
り組みとして、議員定数の議論に入っています。
　議員定数は江津市議会の在り方についての根本
であると思います。人口減少や財政的問題、民意の
反映および政策立案などの様々な視点から考え、最
適な方向へ向かう必要があります。
　公聴会の開催をはじめ、市民の皆さんの意見を受
け止めながら、議員間でもしっかりと議論を深めてい
きます。

地域医療をみんなで守ろう！！
　地域医療対策特別委員会では、江津地域の抱え
る地域医療の課題に対し議論を重ねてきました。
　議会として、近隣地域へ地域医療の取り組みを視
察し、江津の地域医療の危機を乗り越えるためには、
住民・医療関係者・行政が一緒になり江津市全体で
取り組むことが必要との結論に至りました。
　１月より江津市議会の議員全員で、地域医療を支え
る輪を広げるために、住民の皆さんや関係者の皆さん
のご意見をうかがう取り組みを始めています。
　関心のある方がおられましたら、個人・団体を問わず、
市議会としてうかがいますので、ご連絡ください。

地域医療対策特別委員会について
●お問い合わせ・ご意見など
　江津市議会事務局
　Tel：0855-52-7498　Fax：0855-52-3176

　本市議会では、議員が市民の代表として人格と倫理の向上に努め、その地位による影響力を不正に行使
して、自己または特定の者の利益を図ることがなく、市民に信頼される公正で民主的な市政の発展に寄与す
ることを目的に、江津市議会議員政治倫理条例を定めています。
　この度、条例で定める政治倫理基準に反する疑いが認められる議員があるとして、令和６年９月18日付で
４人の議員から議長に対し審査請求があり、９月26日に審査会が設置されました。
　審査会は10月２日から12月16日にかけて６回にわたり審査を実施。審査の結果、政治倫理基準に反する
行為はなかったと判断し、12月16日に審査結果を議長へ報告しました。
　審査請求および審査結果については議会事務局へお問い合わせください。

大舞台で歌いました♬♪
　1月18日に行われた第９回江津市チャリティー余芸
大会に出演しました。前回大会は令和２年に行われ
ましたが、コロナ禍後５年ぶりの開催となりました。
　中村真弓先生の指導・伴奏のもと、今回は「江津
市歌」「愛は勝つ」の２曲を披露しましたが、皆さんの
感想はいかがだったでしょうか。

江津市チャリティー余芸大会

政治倫理審査会を開催しました

佐賀県武雄市 長崎県大村市
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編
集
後
記

議
会
を
傍
聴
し
よ
う

江
津
市
議
会
で
は
皆
さ
ん

の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
傍
聴
を
ご
希
望
の

方
は
、
議
会
開
催
日
に
本

庁
舎
２
階
の
議
会
事
務
局

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

議
会
へ
参
加
し
よ
う

市
政
に
対
し
て
意
見
や
要
望

が
あ
れ
ば
、
議
会
へ
請
願
・

陳
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す
る
こ
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が
で
き
ま
す
。

請
願
の
場
合
は
市
議
会
議
員

の
紹
介
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必
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で
す
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お
気
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さ
い
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令
和
７
年
最
初
の
議
会
だ
よ
り
で
す
。編
集
の
都

合
に
よ
り
、１
カ
月
遅
れ
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
市
民
の
皆
さ

ま
、大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

３
月
を
迎
え
、
令
和
６
年
度
の
終
わ
り
の
月
と
い

う
こ
と
で
、卒
園
・
卒
業
な
ど
の
締
め
く
く
り
、ま
た

新
た
な
生
活
に
向
け
て
忙
し
く
過
ご
さ
れ
て
い
る
方

も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や

希
望
、目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

今
回
の
記
事
に
も
あ
る
よ
う
に
、
江
津
市
議
会
で

は
日
々
の
活
動
に
加
え
、
議
員
定
数
に
つ
い
て
の
議

論
、
地
域
医
療
を
支
え
る
輪
を
広
げ
る
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
・
様
々
な
思
い

を
反
映
さ
せ
る
べ
く
議
会
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

今
後
の
経
過
を
議
会
だ
よ
り
で
お
伝
え
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（
坂
手
　
洋
介
）

市
議
会
だ
よ
り
は

こ
ち
ら
か
ら

ごうつ
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No.162 校内合唱コンクールを終えて（江津中学校3年生）

未稿

請
願
・
陳
情
締
切
／
２
月
19
日
正
午
ま
で

次
回
３
月
定
例
会 

　10月11日、本市と自治体間連携協定を締結している鹿児島県東串良町から
10人の町議会議員を含む皆さまが来江されました。この協定は地域課題を解決
するため、他自治体と連携し地域交流の活性化を目指し、それぞれの資源や機能
などの活用を図りながら、幅広い分野で相互に連携協力するものです。
　その一環として、石見神楽を見ていただこうと視察の日程に江津市議会との懇
親会を組み入れ、
江津高校神楽部の
皆さんに『塵輪』を
披露していただきま
した。
　帰郷後に田之畑
議長が短歌を詠ま
れ、東串良町の11
月広報に掲載され
ました。

神楽がつなぐ東串良町と江津市の交流

訪
ね
た
る
江
津
の
里
に

　
　
　
　
　
　
神
楽
あ
り

　
　
繋
ぐ
神
話
を
若
者
が
舞
う

　
　
　
　
　
　
　
田
之
畑
　
稔

ひがし   くし      ら     ちょう

委員会
（議会運営）
15:00～

本会議
10:00～

本会議
14:00～

情報交換会
9:30～
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9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

日 月 火 水 木 金 土

委員会
（議会運営）
9:30～

全員協議会
9:30～

委員会
（総務民生）
9:30～

委員会
（建設経済）
9:30～

委員会
（予算決算）
9:30～

委員会
（予算決算）
9:30～

委員会
（予算決算）
9:30～

議員連絡会
9:30～

本会議
（一般質問）
10:00～

本会議
（一般質問）
10:00～

※開始時間は予定です。
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